
                                                         

    

 

 

 

 

   

  

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 28年 2月号 

 

★移動図書館青い鳥号 

２月 10日(水)・24日(水) 

 14時～14時 40分 

★ゆめじゅく編集委員会 

２月 9日(火)  13時 30分～ 

 

★「人権のつどい日」  

２月 11日(木） 10時～ 

すべては子どもたちのために 

    ～東日本大震災被災地 

「陸前高田市」との交流を重ねて～ 

    新居浜市 PTA連合会 公文雅浩さん 

  元新居浜市 PTA連合会 國司恵美子さん 

 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

２月 16日(火) 10時 30分～11時 30分 

 

★人権・同和教育関係行事 

  ２月 10日（水）  

全隣協四国ブロック学習会(宇多津) 

 

 

△月◎日（●曜日） 日直  髙津 

浦江  

 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@city.niihama.ehime.jp 

 

Tel：0897-41-5859（Fax兼用） 

 

 

〒792-0821 

 

瀬戸・寿老人クラブ 

平成 27 年 4 月に瀬戸・寿町に在住の概ね 60 歳以上の方で生

きがいと健康づくりを主として仲間づくり、地域を豊かにする諸

活動に取り組み、老人福祉の増進と地域社会に寄与することを目

的として発足しています。 

毎週火曜日午前 10 時より 12 時までの間、瀬戸会館の一室で

活動しています。 

ぜひご参加ください。 

活動内容は、30 分くらいの軽運動 

と輪投げ、ダーツ等々（無料） 

サークル紹介 

 

「健康で美しく」をスローガンに、音楽をかけながら用具を使

い、楽しく無理なくできる体操です。運動の苦手な方も、音楽に

合わせて自然に体が動いています。「心も身体も元気！」をめざ

しています。一度、気軽にのぞいてください。         

会員募集中!! 

毎週木曜日 午前 10 時０0 分～              

11 時 30 分（上履、飲み物、敷物               

をご持参ください） 

 

毎週木曜日１９時まで事務室を開け、皆さんのお越しを待って

います。 

瀬戸会館利用者や地域の皆さん方とのコミュニケーションを通

じて、皆さんに必要とされる館運営を目指しています。館運営に

関すること、地域づくりに関すること、相談ごとなど何でもあり

の空間です。仕事の帰り、夕方の散歩、少し寄り道をしてみませ

んか。 

1 月 22 日（金）10 時 30 分から今治市朝倉福祉センターで

館長・指導職員合同研修会が開催されました。 

午前中、まず、松山市の朝生田ふれあいセンターの館事業紹介

では、地域に密着して仕組みづくりを考える大切さ、定例化され

ている主事会の趣旨などを学び、次に愛媛県人権対策課からの隣

保館事業の報告では、事業成果をフィードバックし、国の加算事

業をとれる新たな事業展開を図れるよう工夫をして欲しい等々

がありました。朝生田ふれあいセンター、愛媛県の報告共々、各

事業を振り返る良い機会となりました。              

午後からは、部落解放同盟長崎県連合会

書記長の宮崎氏による、「部落問題を考え

る」～自分のアイデンティティから見える

もの～と題した講演でした。  

講師は、1979 年生まれの 36 歳、自身の

生い立ちやインターネットの書き込み、意識調査から見えてくる

ものなどから、差別意識の現状が垣間見られた内容でした。最後

に中学生の作文の紹介があり、今更ながら教育の大切さを実感し

ました。 

講演の後は、「部落問題解決に向けて 

どう取り組むか」をテーマにしたグル 

ープ討議を行いました。参加者を 6 班 

に編成、テーマを軸にそれぞれの館か 

ら報告、瀬戸会館からは少し視点を変 

え、地域に寄り添う意識調査を実施し 

たことを報告しましたが、もう少し時間があればキャッチボール

ができたのではないかと感じました。                              
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これは、AC ジャパンで紹介された、「ささえあったら、ひとになる。」とい

う詩です。人は支えてくれる人がいるから強くなれます。一人では折れてしまい

そうな心も、家族や仲間の支えによって、たくましく成長します。支えてくれる

人がいるからこそ喜び、幸せを感じます。 

そして、人は支える人がいるから強くなれるのではないでしょうか。自分のた

めだけでは出せない力を、支える人のために発揮できるのではないでしょうか。

人を支えることに自分の存在価値を見つけ、幸せを感じるのではないでしょう

か。 

支えてくれる人がいることで、困難に立ち向かえます。そして、支える人がい

てくれるからこそ困難に立ち向かえるのではないでしょうか。この詩は、「人は

支え、支えられることで強くなれるよ。支える人、支えてくれる人があるからこ

そ、幸せになれるんだよ。」と、語りかけています。 

ながいぼうに、みじかいぼう。 ささえあったら、人になる。 

ささえることで、人をしり、  ささえられて、人となる。 

ながいぼうに、みじかいぼう。 ささえあったら、人になる。 

ささえるから、人なんだ。   ささえられるから、人なんだ。 

支えるから、支えられるから、人なんだね 

 

その後、「ゆめ舞台」。当館利用のサークル「吟

道清鏡会さん」「社友会歌ごえ同好会さん」の発表

を行いました。凛とした温かさを感じさせる、詩吟

や扇舞そしてコーラスに魅了されました。楽しく有

意義な時間が持てたと思います。 

 

1 月の人権のつどい日は、まず人権クイズ。人権川柳の一部分を○で隠し、当てはまる言

葉をみんなで考えました。参加者全員言葉探しに夢中。それぞれの考えた言葉について、積

極的に発表していました。進行役の人権擁護課、眞鍋慶子さんが発表する答（作者が作った

もともとの言葉）よりも大きなうなずきを得る言葉もたくさんありました。 

次に、「人権かるた」。小グループに分かれ、かるた取りをしましたが、取り合う中にも

優しいゆずり合い。笑顔溢れる触れ合いができたと思います。最後に各グループごとに、か

るたの中から心に響く作品を選んで、コメントを加えての発表。楽しく人権感覚を磨くこと

ができるひと時でした。 

今年度新居浜市では人権かるたを公募し、小学生から一般まで                  

たくさんの作品の応募がありました。12 月の人権フェスタで優秀                          

作品の表彰があり、賞状を受け取った後、自分たちの作品の前で、                 

うれしそうに写真に納まる姿を微笑ましく感じました。                   

表彰された読み札の部の作品の一部を右面に紹介します。 

 


